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Gustav Klimt  　Eugenia (Mäda) Primavesi　 1913/14　 Öl auf Leinwand 　140 x 85 cm 　© Toyota Municipal Museum of Art

ベルヴェデーレ下宮 Unteres Belvedere　企画展「クリムト / シーレ / ココシュカ  と女性たち」にて 2016 年２月 28 日まで展示



Jun Sugimoto 原子力の話Ⅱ「ウィーンと京都」

◎◎ 空港送迎や観光は快適なメルセデスベンツで ◎◎
Tel. O676-700 3728（英語＆独語）

＊＊日本語でのご予約はメールでお早めに gekkan@utanet.at（翻訳仲介ボランティア）＊＊
料金例：空港〜ウィーン市内（３名様まで＋通常スーツケース２個まで）片道€35

別車種（４名様まで＋通常スーツケース４個まで）€35 ／５名様の場合は€52

日本語定期観光バス
　　　　　　　　　　　 完全予約制   日本語ご予約
　　　　　　　　　　　　 tel. (01)716 0947

マイバス・センター Tumlare Corporation Austria GmbH
Opernring 1/R-701  A-1010 Wien   市内半日／ウィーンの森
月〜金 09:00-17:30  tel. 01-7160947   ウォーキングツアー 他

ウィーン半日市内観光／ウィーンの森半日観光／
シシィツアー／美術史博物館とクンストカンマー／
旧市街と大観覧車から眺めるイルミネーションツアー／
電車と船で行くヴァッハウ渓谷のんびりツアー その他

毎日催行完全予約制

日本語観光ツアー
みゅう ウィーン Miki Travel Vienna

ミールクーポン、オペラやコンサートの
チケットの予約・販売も致しております。

月〜金 09:00-17:30  tel. 01-310 2188 18
月刊ウィーン 定期購読のご案内

 ◆ 日本で定期購読をご希望の場合は１年分 9000 円（計 12 冊分）を以下にお振込み下さい。
 ◦三菱東京 UFJ 銀行 金沢文庫駅前支店（支店コード 304）口座 0449986（有森トランスレーション）又は
 ◦日本の郵便口座 00210-3-77876（有森トランスレーション）　振込み後、以下にお申し込みください：
　gekkan@utanet.at　又は郵送 K.Fukuda, Wildpretmarkt 1-7, A-1010 Wien  Austria 
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「
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
の
影
響

軽
減
と
研
究
協
力
に
関
す
る
福
島

事
故
後
の
課
題
」
と
題
す
る
国
際

会
議
が
十
一月
九
日
～
十
一日
に
か

け
て
、
韓
国
原
子
力
研
究
所
と
韓

国
原
子
力
安
全
技
術
院
の
主
催
、

韓
国
原
子
力
学
会
の
後
援
に
よ
り

韓
国
の
テ
ジ
ョ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

会
議
の
目
的
は
、
シ
ビ
ア
ア
ク
シ

デ
ン
ト
の
影
響
軽
減
に
関
す
る
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
研
究
協
力
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
東
ア
ジ
ア
に

お
け
る
原
子
炉
安
全
の
強
化
、
原

子
力
安
全
分
野
に
お
け
る
人
材
と

専
門
性
の
育
成
、
日
中
韓
欧
米
間

の
研
究
協
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
展

開
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に

八
ヶ
国
か
ら
百
二
四
名
の
参
加
が

あ
り
、五
四
件
の
論
文
発
表
が
あ
っ

た
。
我
が
国
か
ら
は
、
産
業
界
、

研
究
所
、
大
学
か
ら
十
一
名
の
参

加
が
あ
り
、八
件
の
発
表
が
あ
っ
た
。

今
回
は
九
七
名
の
参
加
が
あ
っ
た

地
元
韓
国
を
中
心
に
若
手
の
参
加

が
多
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

　

筆
者
は
九
件
あ
る
招
待
講
演
の

一つ
と
し
て
、
開
会
二
番
目
に
「
日

本
に
お
け
る
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン

ト
研
究
の
現
状
と
関
連
す
る
日
中

韓
の
研
究
協
力
の
展
望
」
と
題
す

る
講
演
を
行
っ
た
。
残
念
な
が
ら

質
疑
応
答
の
時
間
が
取
れ
な
か
っ

た
が
、
講
演
終
了
後
、
個
人
的
に

中
国
の
学
生
か
ら
詳
細
な
質
問
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
二
日
目
最
後
の
「
福
島
事

故
後
の
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
影
響
軽
減
と

地
域
協
力
に
関
す
る
課
題
」
と
題
す
る
パ
ネ

ル
討
論
で
も
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
、
想
定
外

の
事
象
に
柔
軟
に
対
処
す
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

力
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
た
。
三
日
目
は
韓
国
原
子
力
研
究
所

を
見
学
し
た
が
、
す
で
に
水
素
関
連
の
新
し

い
実
験
装
置
が
完
成
し
て
い
た
。
ま
た
、
開

会
直
後
に
招
待
講
演
し
た
米
国
原
子
力
規

制
委
員
会
の
バ
ス
ー
氏
と
約
十
五
年
振
り

に
会
う
と
と
も
に
、
韓
国
在
住
の
か
つ
て
の

原
子
力
機
構
の
研
究
室
仲
間
三
名
に
会
う

な
ど
、
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
、
個
人

的
に
も
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対

比
で
は
、
両
市
に
関
係
の
深
い
指
揮
者
の

佐
渡
裕
（
さ
ど
ゆ
た
か
）
さ
ん
に
つ
い
て

述
べ
て
み
た
い
。
日
曜
朝
の
人
気
番
組「
題

名
の
な
い
音
楽
会
」
の
司
会
を
二
〇
〇
八

年
か
ら
七
年
半
務
め
た
佐
渡
さ
ん
は
、
今

年
九
月
よ
り
百
八
年
の
歴
史
を
持
つ
ト
ー

ン
キ
ュ
ン
ス
ト
ラ
ー
管
弦
楽
団
音
楽
監
督

に
就
任
し
、
十
月
一日
に
楽
友
協
会
黄
金
の

間
で
就
任
後
初
の
定
期
演
奏
会
を
開
催
し

た
。
パ
リ
管
弦
楽
団
、
ベ
ル
リ
ン
・
ド
イ
ツ

交
響
楽
団
な
ど
、
欧
州
の
一
流
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
へ
の
客
演
を
毎
年
多
数
重
ね
、
二
〇
〇
一

年
に
バ
イ
エ
ル
ン
国
立
歌
劇
場
管
弦
楽
団
、

ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
管
弦
楽
団
、
二
〇
一
三

年
に
ロ
ン
ド
ン
交
響
楽
団
に
も
デ
ビ
ュ
ー
を

果
た
す
な
ど
、
欧
州
で
の
活
躍
は
目
覚
ま

し
く
、
絶
大
な
人
気
を
誇
っ
て
い
る
。

　

佐
渡
さ
ん
は
京
都
市
右
京
区
太
秦
生
ま

れ
の
京
都
育
ち
、
京
都
市
立
堀
川
高
等
学

校
音
楽
課
程
（
現
京
都
堀
川
音
楽
高
等
学

校
）
を
経
て
京
都
市
立
芸
術
大
学
音
楽
学
部

フ
ル
ー
ト
科
を
卒
業
し
て
い
る
。
大
学
在
学

中
に
指
揮
活
動
を
開
始
し
、
京
都
光
華
中
学

校
・
高
等
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を
は
じ
め

関
西
二
期
会
副
指
揮
者
な
ど
を
経
て
タ
ン
グ

ル
ウ
ッ
ド
音
楽
祭
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
へ
の
参
加

許
可
を
得
る
。
同
音
楽
祭
で
小
澤
征
爾
と
レ

ナ
ー
ド
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
に
師
事
し
た
。
二

人
の
ス
ポ
ン
サ
ー
の
協
力
を
得
て
ウ
ィ
ー
ン
に

渡
り
、
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を

務
め
、一九
八
九
年
に
ブ
ザ
ン
ソ
ン
国
際
指
揮

者
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
し
指
揮
者
と
し
て
プ

ロ
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
躍
動
感
溢
れ
る
指
揮
振

り
が
人
気
で
、
我
が
国
で
最
も
脂
が
乗
っ
て

い
る
今
後
が
楽
し
み
な
指
揮
者
と
言
え
よ
う
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
佐
渡
さ
ん
の
音

楽
を
直
接
聴
い
た
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
両
市
に
関
係
の
あ
る
者

同
士
と
し
て
、
勝
手
に
親
近
感
を
覚
え
て
い

る
。
佐
渡
さ
ん
を
紹
介
で
き
た
幸
運
に
感
謝

し
つ
つ
、
佐
渡
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
願
っ
て
、
楽
友
協
会
を
描
い

た
ス
ケ
ッ
チ
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■
杉
本
純
京
都
大
学
教
授

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の
原
子
力
の
話
Ⅱ

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都 
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2016 年 佐渡裕 講演会 国連常設展：核兵器のない世界

Dennis
Thatchaichawalit

Lassina Zerbo
CTBTO

Martin Nesirky
UNIS

Kazumi Matsui
広島市長

Mitsuru Kitano
政府代表部大使

　月刊ウィーン主催の講演会「佐渡裕：
ウィーンと私」が企画されている。今シー
ズンからトーンキュンストラーオーケス
トラ・ニーダーエスタライヒの首席指揮
者として活躍中の佐渡裕さんの講演会を、
2016 年のなるべく早い時期の平日の夜に
ウィーン市内で実現できるよう調整中。
　※出席希望者はメールアドレスをお知ら
せください。決まり次第、優先的にメール
でご案内します。宛先 gekkan@utanet.at

　日本政府と広島市及び
長崎市の共同による国連
内の常設展示「Towards 
a world free of Nuclear 
weapons」のオープニン
グ式典が 10 月 17 日に行
われた。ウィーンの国連
ビルには毎年５万５千人
以上のガイドツアー参加
者があり、原爆資料など
の展示がより多くの人の
目に触れることになる。


